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Ⅰ．はじめに

　幼児が他者の動きをまねる模倣行動は，発達において
知識やスキルの獲得に貢献すると考えられる。使用方法
のわからない物を初めて見た際，幼児は大人がそれを使
う様子を見てまねることによって，その物の機能に関す
る情報を得ることができる。また，行為を模倣する間に
動作を表す言語表現を聞くことは，動作語の獲得にもつ
ながる。さらに鈴木（2009）8）は，模倣という行為によっ
て子どもが自らの身体を通して他者の存在を受け入れ，

意図や目的を共有し，コミュニケーション力を育むこと
に通じると論じている。このように，幼児の模倣は発達
の過程で多くの役割を果たすと考えられている1）。
　幼児の模倣においては，目で見て得た視覚情報に加え
て，聴覚情報が重要な役割を果たすと考えられる。3歳
未満児では情報を基本的に視覚的に捉えるが，視覚以外
に動きや音，言葉などの五感を働かせて情報を摂取して
いる（奥，2008）7）。幼児にとっては視覚情報に加えて
聴覚情報も模倣の生起に通じる要素であると考えられる。
この聴覚情報として有効に使用されるのが擬音語・擬態
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語といったいわゆるオノマトペである。オノマトペは音
韻と意味との間で有縁性・有契性が高い表現であり，動
作イメージと結びつきやすいという特徴がある。工藤・
平井・崎原（2011）4）は，オノマトペが筋運動感覚情報
に限らず，視覚や触覚などからの共感覚的なイメージを
有すること，そして説明的な語では伝えにくい動作や状
態の伝達に際しては，擬音語・擬態語を使用することで
視覚的イメージと筋運動感覚との統合を容易にすること
を指摘している。また，幼児期には刺激項目の音韻的・
音響的な符号化が行われやすく，オノマトペ等の音韻情
報により運動行動をより効率的に遂行することができる
（遠矢，1992）9）。このように視覚・触覚・運動などの多
様なイメージを伴うオノマトペを聴覚情報として動作提
示に加えることは，模倣の生起に少なからず影響を与え
ると考えられる。
　本研究では，幼児の模倣行動の生起において，聴覚情
報であるオノマトペがどのように貢献するのかを検討す
る。動作提示のみの場合や聴覚情報を加えた場合等の結
果を比較し，模倣における聴覚情報の有効性について考
察する。また，動作に対応する多様なイメージを伴うオ
ノマトペを提示する一方で，動作と関連性の低い音節の
連鎖を提示した際の結果も検討することで，両者間での
聴覚情報としての質的な違いも明らかにする。
　以上のように，本研究では幼児の模倣においてオノマ
トペによる聴覚情報がどのように有効に働くのか，とい
うことについて明らかにすることを目的とする。　動作
を模倣する課題においては，動作と対応するオノマトペ
を聞いた場合に，最も模倣しやすいということを仮説と
した。また，オノマトペを聞いて動作を思い出し再生す
る課題においては，動作と対応するオノマトペを聞いた
場合の方が，動作を再生しやすいと予想される。関連性
の低いオノマトペと連合した動作は，自分の知っている
動きをするなど，再生されにくいと考えられる。さらに，
動作を見てはじめに提示された音声を再生する課題にお
いては，オノマトペと対応する動作を見た場合の方が，
音声を再生しやすいと予想される。これらについても検
討を行った。

Ⅱ．方　法

１．研究参加児
　保育園に通う定型発達の2歳児A（2;5），B（2;11），3
歳児C（3;3），D（3;4），E（3;10）の計 5名（男児3名，
女児2名）を対象とした。保育園を通して研究参加の承
諾を得た。

２．課題
１）語彙に関する質問紙調査
　オノマトペの知識が子どもの語彙数と関連する可能性
があるため，参加児の獲得語彙について調査をした。日
本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙における月齢
36ヵ月段階での表出語彙の出現率（小椋・綿巻・稲葉，
2016）6）を参照し，2 ～ 3歳児向けの全244語から成る
語彙チェックリストを作成した。チェックリストは，①
戸外のもの，②動作，③時間，④ようす・性質，⑤質問
の言葉，⑥位置と場所，⑦数量の7カテゴリーから成る。
各対象児の対象語彙の表出の有無について担任保育士に
記入してもらった。

２）模倣行動に関する課題
①使用した動作
　図1のように4種類の無意味動作を設定した。

②動作と同時に提示したオノマトペ
　動作1 , 2 , 3 , 4に対して，それぞれの動作イメージと
一致するオノマトペと，関係性の低いオノマトペを設定
した（表1）。

③動作と聴覚情報の組み合わせ
　動作とそれに一致するオノマトペを提示する条件（a.オ
ノマトペ一致条件），動作とそれに一致しないオノマトペ

図１　模倣行動に関する課題で用いた動作

動　作 動きの説明
1 両手をなびかせるように，上から

下へ平行に下ろす

2 手のひらと下に向け，弧を描くよ
うに左右に動かす

3 げんこつで，体の正面で腕を前後
に伸縮させる

4 両手のひらを下にして，円を描く
ように回す

表１　動作と同時に提示したオノマトペ

動
作

動作と一致する
オノマトペ

動作と不一致の
オノマトペ

1 ユラユラ ピョンピョン
2 シュッシュッ カタカタ
3 ギュー キラキラ
4 クルクル トコトコ
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を提示する条件（b.オノマトペ不一致条件），オノマトペ
は加えず動作のみを提示する条件（c.音声なし条件）の
3条件を設定した（表 2）。

　以上1a～ 4cの計12種類の提示条件を用いて，模倣
に関する3つの課題（動作模倣課題，音声提示－動作再
生課題，動作提示－音声再生課題）を行った。課題は次
節に述べる1）～ 3）の順で行った。

３．実施手順
１）動作模倣課題
　オノマトペ一致条件，オノマトペ不一致条件，音声な
し条件の各条件下で，課題動作を研究参加児に模倣する
よう求めた。その際，参加児が自分の利き手で模倣する
よう留意した。オノマトペ一致条件およびオノマトペ不
一致条件では，参加児にオノマトペを聞かせながら，そ
れに合わせて手の動作をして見せた。3条件の正確さに
順序効果が反映されないように，表 3に示す通り，提示
順を設定した。

２）音声提示－動作再生課題
　１）動作模倣課題の終了後に実施した。対象児に「○

○○○（オノマトペ）ってどうやるの？」というようにオ
ノマトペのみを聴覚的に提示し，対応する動作を思い出
して再生するよう求めた。オノマトペ一致条件とオノマ
トペ不一致条件の2条件の正確さに順序効果が反映され
ないように，研究参加児5名のうち3名にはオノマトペ
一致条件の音声刺激から提示し，2名にはオノマトペ不
一致条件の音声刺激から始めた。表 4に提示順を示す。

３）動作提示－音声再生課題
　２）動作再生課題の終了後に実施した。「この動きは
なんて言いながらやったかな？」と対象児に課題動作の
みを提示し，対応する音声の再生を求めた。順序効果を
抑制するため表 5のように提示順を設定した。

４．場面設定
　保育園のフロアの一角を区切り，参加児と個別で実施
した。実験前に参加児とのラポールを形成するため，実
験者と共に自由遊び（ブロック遊び等）を10分程度行っ
た。緊張が強く実験に参加することが難しい幼児には，

表２　動作と聴覚情報の組み合わせ

動作 条　件 提示する音声 番号

1
オノマトペ一致 ユラユラ 1a
オノマトペ不一致 ピョンピョン 1b
音声なし 1c

2
オノマトペ一致 シュッシュッ 2a
オノマトペ不一致 カタカタ 2b
音声なし 2c

3
オノマトペ一致 ギュー 3a
オノマトペ不一致 キラキラ 3b
音声なし 3c

4
オノマトペ一致 クルクル 4a
オノマトペ不一致 トコトコ 4b
音声なし 4c

参加児
音声提示順序

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
A 1a 2b 3a 4b 1b 2a 3b 4a
B 1b 2a 3b 4a 1a 2b 3a 4b
C 1a 2b 3a 4b 1b 2a 3b 4a
D 1b 2a 3b 4a 1a 2b 3a 4b
E 1a 2b 3a 4b 1b 2a 3b 4a

表４　音声提示－動作再生課題における提示順序

参加児
動作提示順序

1 2 3 4
A 動作1 動作2 動作3 動作4
B 動作2 動作3 動作4 動作1
C 動作3 動作4 動作1 動作2
D 動作4 動作1 動作2 動作3
E 動作1 動作2 動作3 動作4

表５　動作提示－音声再生課題における提示順序

表３　動作模倣課題　提示順（1aなどの番号は表2の番号に対応する）

参加児
提示順

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
A 1a 2b 3c 4a 1b 2c 3a 4b 1c 2a 3b 4c
B 1b 2c 3a 4b 1c 2a 3b 4c 1a 2b 3c 4a
C 1c 2a 3b 4c 1a 2b 3c 4a 1b 2c 3a 4b
D 1a 2b 3c 4a 1b 2c 3a 4b 1c 2a 3b 4c
E 1b 2c 3a 4b 1c 2a 3b 4c 1a 2b 3c 4a
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保育士に付き添ってもらいながら実施した。

５．評価方法
　全体を通して幼児の反応をビデオ録画し，分析を行っ
た。1）動作模倣課題については，1a, 1b, 1c…の各番号
の動作に対して，以下表 6の項目に沿って評価を行った。
評価項目をすべて満たしている場合には1点，そうでな
い場合は0点とした。

Ⅲ．結　果

１．語彙に関する質問紙調査
　各研究参加児の語彙数を表 7に示す。この表から，対
象児の語彙数はその月齢に比例しており，月齢が高くな
るにしたがって語彙数も増加することが示された。

２．動作模倣課題
１）動作種類間の比較
　先に示した表 6の評価項目に沿って求めた各児の得
点を，動作1（1a, 1b, 1c），動作2（2a, 2b, 2c），動作

3（3a, 3b, 3c），動作4（4a, 4b, 4c）ごとに，条件間
を平均してまとめた（表 8）。動作3の再生率が96％と
高く，他の動作1・2・4の再生率は50～ 60％であっ
た。Wilcoxonの符号付き順位検定を行ったところ，動
作3の再生率は動作2よりも有意に高いことが示された
（p=.042）。

２） オノマトペ一致条件・オノマトペ不一致条件・音
声なし条件間の比較

　各児の4つの動作の得点を，オノマトペ一致条件（1a, 
2a, 3a, 4a），オノマトペ不一致条件（1b, 2b, 3b, 4b），
音声なし条件（1c, 2c, 3c, 4c）ごとに平均した結果を表
9に示す。音声種類間での再生率の違いを見ると，オノ
マトペ一致条件で最も得点が高く，次いでオノマトペ不
一致条件，最も得点が低かったのは音声なし条件であっ
た。しかし，統計的な有意差は認められなかった。また，
いずれの条件においても，表 7で示した獲得語彙数との
関連は認められなかった。

表６　動作模倣課題　評価項目

動作 評価項目

1

①両手を使う
②両手のひらが向かい合う
③左右の手がゆっくりと動く
④左右の手が上から下へ動く
⑤両手が同じ向きに（平行して）動く

2

①片手を使う
②手のひらが下向きになる
③手が左右に動く
④手が弧を描く
⑤手のひらがパーの形になる

3
①片手を使う
②手がげんこつの形になる
③肘を曲げ伸ばしする

4

①両手を使う
②手のひらが下向きになる
③手のひらがパーの形になる
④両手が平行して円を描く
⑤片手でも円を描く

参加児 動作1
1a, 1b, 1c

動作2
2a, 2b, 2c

動作3
3a, 3b, 3c

動作4
4a, 4b, 4c 平均

A 13 47 100 13 43.3
B 53 67 100 100 80.0
C 27 33 89 13 40.5
D 67 67 100 47 70.3
E 100 87 89 100 94.0
平均 52 60 96 54 65.6

表８　動作模倣課題における動作ごとの再生率（%）

参加児
オノマトペ
一致条件
1a, 2a, 3a, 4a

オノマトペ
不一致条件
1b, 2b, 3b, 4b

音声なし
条件

1c, 2c, 3c, 4c
平均

A 44 39 28 43.3
B 78 72 83 80.0
C 67 22 17 40.5
D 50 83 67 70.3
E 100 94 89 94.0
平均 68 62 57 65.6

表９　音声条件ごとの再生率（%）

参加児
（月齢） ①戸外のもの ②動作 ③時間 ④ようす・性質 ⑤質問の言葉 ⑥位置と場所 ⑦数量 総計

A （29） 11 22 1 18 1 1 3 57 （23%）
B （35） 9 46 1 33 0 2 6 97 （40%）
C （39） 12 55 3 30 2 4 7 113 （46%）
D （40） 13 79 10 53 8 11 14 188 （77%）
E （46） 25 102 12 62 8 16 17 242 （99%）

表７　語彙に関する質問紙調査結果
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３）音声提示－動作再生課題
　動作再生課題においては，Ｄ児が「ギュー」「クルク
ル」に対して，Ｅ児が「ユラユラ」に対して課題動作を
再生することができた。しかし，これら2児のその他の
試行や，他の児の再生では設定された動作は行われず，
多くの場合，自分が持っているイメージをもとにして動
作を行った。各対象児の日常生活や遊びに基づくものが
多かった。「ピョンピョン」に対しては，2名の研究参加
児が両手を耳に見立てウサギの動きの模倣を行った。ま
た「キラキラ」に対しては，4名の研究参加児が両手を
頭の高さでヒラヒラと動かした。「クルクル」では一人の
研究参加児が両手をげんこつにし，かき混ぜるような動
作を行った。「トコトコ」では，3人の研究参加児が両手
を足に見立て，床の上で交互に上下させる動作を行った。
本課題を通してすべての研究参加児が 8種類の音声のい
ずれかに対して動作を行うことができ，すべての音声に
対して無反応を示した研究参加児はいなかった。

４）動作提示－音声再生課題
　本課題は難度が高く，対象児の中で最も月齢が高いE
児（46ヵ月）が「ユラユラ」を正答した以外に回答は
得られなかった。動作1に対してはＥ児以外は無反応で
あった。動作2・動作 3に対しては，すべての研究参加
児が無反応であった。動作4に対してはＥ児が「まる」
と回答した。

Ⅳ．考　察

　本研究では，幼児期における動作模倣の正確さについ
て検討した。手の動きの模倣にオノマトペが有効に働く
かどうかを目的とし，3つの課題を通して検討した。動
作と対応するオノマトペを提示した場合に最も模倣が促
されることを第一の仮説とした。対象児全体の平均を見
ると，最も再生率が高かったのはオノマトペ一致条件，
次いでオノマトペ不一致条件，最も低かったのは音声な
し条件であった。本研究では参加児が 5名と少ないため，
統計的に有意な結果とはならなかったが，仮説1の通り，
おおむねオノマトペの持つ動作イメージが模倣に有効に
働いたと考えられる。また，3条件のうち音声なし条件
が最も再生率が低かった。音声には動作のイメージを喚
起する意味的情報のみならず，音声そのものによる注意
喚起や，モデル提示をする行為者が意思をもって動作を
行っているという意図性の伝達という役割があったので
はないかと考える。課題全体を通して，音声なし条件で
は，動作提示の際に幼児が実験者を注視するまでに他
条件の場合よりも時間を要した印象があった。子どもは

相手の視線の方向や表情などから意図を察し，コミュニ
ケーション場面に込められた情報を得ようとする（Csibra 
and Gergely, 2009）1）。オノマトペと動作の一致・不一致
にかかわらず，音声が伝達する意図性が幼児に模倣を促
していたと考えられる。
　オノマトペ一致条件における動作模倣の促進には，オ
ノマトペの知識が影響する可能性があるため，本研究で
は，オノマトペの知識の間接的な指標として参加児の語
彙知識についても調査した。語彙チェックリストによる
評価からは，参加児の語彙数は月齢の高い幼児ほど増加
していた。しかし，獲得語彙数は，オノマトペ一致条件
のみならず，三条件を通して動作模倣の正確さとは関連
が認められなかった。一方，岩崎・畦上（2018）2）は，
大人の意図が明確でない動作を模倣できる幼児ほど，獲
得語彙が多い傾向を報告している。岩崎らは，大人の動
作モデルを模倣する際の正確さは，子どもの社会的学習
能力を反映し，それが語彙習得に有利に働くと論じてい
る。岩崎らの対象児は17か月から35か月と本研究よりも
1歳ほど低いことや，本研究の参加者が少なく個人差が
反映されやすかったことから結果が一致しなかった可能
性がある。今後，参加者数を増やして検討を重ねる必要
がある。
　オノマトペを聞いて動作を再生する，音声提示－動作
再生課題では，課題動作とは関係なく，提示されたオノ
マトペに対して自分の知っている動作を行う対象児がほ
とんどであった。オノマトペは動作イメージを喚起しや
すく，幼児は定型的な音声と結びついた動作パターンを
日常生活や遊びのなかで習得していることを示唆する結
果であった。しかし，新たに学習した動作をオノマトペ
を手がかりに再生させる課題とするには，音声と動作の
連合を学習するフェーズの試行を増やすなどの工夫が必
要であろう。
　動作を見て音声を再生する動作提示－音声産出課題に
おいては，オノマトペと対応する動作を見た場合の方が，
音声を再生しやすいと予想した。しかし，オノマトペを
再生する課題は難度が高く，46ヵ月の児のみから回答が
得られた。課題の意味理解も含め，月齢の低い研究参加
児にとっては，難しい課題であることが示された。
　今回提示した無意味動作4種類の中では，動作3が再
生率90％以上と突出して得点が高く，他の動作1・2・
4の再生率は50～ 60％であった。後者の動作では，手
を上下左右に動かすことに加えて，弧を描く・円を描く
など曲線的な動きが含まれていた。幼児の再生状況を見
ると，腕は左右に動いているものの，手首をひねったり
して滑らかな動きをすることは難しいようであった。川
西・坂本（1981）3）では，円図形の追随動作は三角形等
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の場合と比較してかなり難しいことが示されている。幼
児にとって曲線的な動作は，目で見て情報を取り入れ再
現することが難しいと考えられる。また，動作1・4は
再生率の平均が50％台となっている。これらは両手での
動作であり，両手の協応が必要となる。加えて動作1・
4共に左右非対称の動きであるため，より再生率が上昇
しなかったと推測される。動作3については，実験中に
C児が「パンチ」と言いながら模倣を行う姿が見られた。
普段の生活中にある動作に見立てたり，幼児にとってイ
メージしやすいものであったりした場合，動作が再生し
やすいと言える。
　本研究は，オノマトペ等の聴覚情報が模倣行動の生起
に貢献するかということを目的とした。本研究の結果か
ら，オノマトペは動作イメージとの結びつきを有してい
ることにより，その提示によって多少なりとも模倣が行
われやすかったことが示唆される。幼児の反応からは，
提示された無意味動作を自分が経験したことのある動き
と結びつけて再現しようとしたり，知っている事物に見
立てたりしていたことが窺われた。オノマトペ等の聴覚
情報に加えて，普段の生活経験や言語環境などが模倣に
大きく関わっていると考えられる。本研究では対象児が
少数であり，さらなる検討が必要である。
　幼児を対象とした課題では，集中力や，課題の理解度
など，参加児の個人差が大きく関係する。本研究では4
種類の課題動作を各 3回ずつ提示したが，試行を重ねる
ごとに幼児の集中力が低下する一方で，動作を学習する
ルーティンに慣れて学習の効率性が上がるという双方の
側面があった。集中力を維持できる課題の量に加え，直
線・曲線の追随動作の難しさ，両手の協応など，運動発
達の側面も考慮に入れることも必要である。また，A児・
B児ともに月齢が36ヵ月未満であり，A児に関しては保
育士同伴のもと課題が進められた。幼児が安心して取り
組める環境であることも重要である。今後，幼児に適し
た課題設定のあり方についても検討していきたい。
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注

1）  生後間もない乳児が他者を模倣し開口・舌出し・頭
部運動などを行う新生児模倣（Meltzoff and Moore, 
1977）5）は反射的な要素を多く含むと考えられるた
め，本研究では幼児が意図的に他者をまねる模倣行

動を調査の対象とする。
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